
体
後
の
チ
ベ
ッ
ト
系
民
族
を
、
一
部
の
「
莞
」
「
西
莞
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

集
団
を
含
め
、
「
吐
蕃
」
「
西
蕃
」
と
表
現
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
ま
た
、
青
海
省
北
部
の
草
原
地
帯
に
は
、
吐
谷
渾
滅
亡
後
も
北
の
モ
ン

党
項
は
、
青
海
・
甘
粛
・
四
川
省
の
境
界
付
近
に
い
る
牧
畜
民
と
し
て
ゴ
ル
高
原
か
ら
遊
牧
民
が
移
住
し
、
省
内
に
彼
ら
の
自
治
区
域
が
現
存
す

北
朝
時
代
の
文
献
に
初
め
て
現
れ
る
。
最
有
力
部
族
の
名
は
「
拓
践
」
と
る
。
十
六
世
紀
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
が
モ
ン
ゴ
ル
ヘ
伝
わ
っ
た
例
の
如
く
、

記
さ
れ
て
い
る
が
、
鮮
卑
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
七
～
八
世
紀
に
吐
チ
ベ
ッ
ト
と
モ
ン
ゴ
ル
と
の
間
の
交
流
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注

蕃
の
圧
迫
を
受
け
て
オ
ル
ド
ス
地
方
な
ど
へ
移
住
し
た
が
、
唐
末
に
黄
巣
意
し
た
い
。

の
乱
の
鎮
圧
で
活
躍
し
た
部
族
長
の
拓
蹟
思
恭
が
、
唐
の
朝
廷
か
ら
皇
帝
チ
ベ
ッ
ト
系
民
族
の
歴
史
に
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
点
が
多
い
が
、
吐
蕃

と
同
じ
李
姓
を
賜
り
、
定
難
軍
節
度
使
に
任
じ
ら
れ
、
オ
ル
ド
ス
地
方
に
王
国
の
兵
役
制
度
や
吐
蕃
・
西
夏
の
被
征
服
民
に
対
す
る
緩
や
か
な
支
配

半
独
立
政
権
を
樹
立
し
た
。
こ
れ
が
十
一
世
紀
に
西
夏
王
国
へ
発
展
す
る
。
に
は
、
北
ア
ジ
ア
遊
牧
国
家
の
統
治
体
制
と
も
通
ず
る
点
が
多
々
あ
る
。

寧
夏
・
河
西
地
方
に
進
出
し
た
西
夏
は
、
独
自
の
西
夏
文
字
を
創
製
す
る
考
古
資
料
の
活
用
な
ど
に
よ
っ
て
、
今
後
さ
ら
な
る
解
明
が
期
待
さ
れ
て

一
方
、
タ
ン
グ
ー
ト
族
以
外
に
土
着
の
漢
民
族
を
官
僚
に
登
用
し
、
彼
ら
い
る
。

の
儒
教
・
道
教
・
仏
教
文
化
を
も
保
護
し
た
。
十
三
世
紀
に
モ
ン
ゴ
ル
帝
（
さ
と
う
た
か
や
す
／
新
潟
大
学
准
教
授
）

国
に
滅
ぼ
さ
れ
た
後
、
西
夏
の
遺
民
は
帝
国
各
地
で
軍
人
や
官
僚
な
ど
と

し
て
活
躍
し
、
西
夏
文
字
は
中
国
仏
教
界
で
少
な
く
と
も
十
六
世
紀
ま
で

用
い
ら
れ
て
い
た
。

中
国
歴
代
王
朝
は
、
「
万
里
の
長
城
」
の
よ
う
な
構
造
物
を
チ
ペ
ッ
ト

と
の
境
界
に
は
築
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
チ
ペ
ッ
ト
系
民
族
が

中
国
王
朝
に
従
順
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
チ
ベ
ッ

ト
系
民
族
は
古
く
か
ら
漢
民
族
と
は
明
確
に
異
な
る
言
語
・
歴
史
・
文
化

を
持
ち
、
時
と
し
て
中
国
王
朝
を
脅
か
す
存
在
と
も
な
っ
た
。
彼
ら
の
歴

史
を
知
る
こ
と
は
、
現
代
中
国
が
抱
え
る
民
族
問
題
の
理
解
を
助
け
る
こ

ま
れ
育
っ
た
人
々
が
さ
ら
さ
れ
る
身
の
置
き
所
の
不
安
に
、
あ
ら
た
め
て

注
目
が
集
ま
っ
た
こ
と
は
た
し
か
だ
。

歴
史
意
識
の
醸
成
と
社
会
統
合
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
き
た
フ
ラ
ン
ス

に
お
い
て
、
彼
ら
移
民
系
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
古
典
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヒ
ス

存
在
に
深
く
か
か
わ
る
の
は
、
革
命
と
共
和
政
樹
立
の
立
役
者
た
る
本
国

の
民
衆
で
は
な
く
、
近
代
化
の
裏
面
に
あ
っ
て
奴
隷
と
し
て
植
民
地
に
移

住
さ
せ
ら
れ
た
人
々
、
植
民
地
で
支
配
を
受
け
た
人
々
の
歴
史
で
は
な
い

か
。
こ
う
し
た
問
い
か
け
が
論
争
の
底
流
に
あ
る
。

「
記
憶
の
法
」

同
じ
二
〇
〇
五
年
の
前
半
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
会
で
成
立
し
た
一
つ

の
法
律
が
大
き
な
論
議
を
呼
ん
だ
。
旧
植
民
地
（
主
と
し
て
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
）
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
に
対
す
る
支
援
を
目
的
と
し
た
法
案
（
通
称
一

引
き
揚
げ
者
支
援
法
）
に
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
海
外
進
出
が
は
た
し
た
ポ
ジ

テ
ィ
ヴ
な
役
割
」
を
研
究
、
教
育
の
中
で
と
り
あ
げ
る
よ
う
に
規
定
す
る

条
文
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
植
民
地
主
義
を
肯
定
す
る
よ
う
な

立
法
が
な
さ
れ
た
背
景
に
は
、
旧
植
民
地
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
入
植
者
、
い

わ
ゆ
る
ピ
エ
ノ
ワ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー
活
動
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
彼
ら
は

脱
植
民
地
化
に
と
も
な
う
引
き
揚
げ
の
過
程
で
相
当
の
苦
難
を
昧
わ
っ
た
。

そ
の
記
憶
の
継
承
者
（
と
自
認
す
る
人
々
）
が
用
い
た
論
理
は
、
後
述
す

４８世界史Ｑ＆Ａフランス植民地をめぐる記憶・法・歴史研究４９

４

１
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー

フ
ラ
ン
ス
植
民
地
を
め
ぐ
る
記
憶
・
法
・
歴
史
研
究

工
藤
晶
人
ト
リ
ー
の
ど
こ
に
自
ら
の
居
場
所
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
の

か
つ
て
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
を
め
ぐ
る
歴
史
認
識
の
焦
点
は
、
フ
ラ
ン
ス

革
命
の
本
質
を
ど
の
側
面
に
見
出
し
、
後
世
と
の
か
か
わ
り
を
い
か
に
評

価
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
長
い
議
論
の
果
て
に
、
一
九
八
〇
年
代

末
に
は
、
革
命
解
釈
を
め
ぐ
る
歴
史
家
の
激
論
が
社
会
の
耳
目
を
集
め
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
も
今
で
は
遠
い
昔
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

過
去
十
年
ほ
ど
フ
ラ
ン
ス
社
会
で
歴
史
を
め
ぐ
る
論
争
の
前
面
を
占
め
て

（̶）

き
た
の
は
、
明
ら
か
に
、
植
民
地
の
過
去
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。

な
ぜ
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
の
歴
史
、
あ
る
い
は
海
外
関
係
史
が
こ

れ
ほ
ど
熱
く
論
じ
ら
れ
る
の
か
。
移
民
社
会
フ
ラ
ン
ス
で
、
共
和
政
の
理

念
に
よ
る
国
民
統
合
に
軋
み
が
生
じ
て
い
る
か
ら
、
と
い
う
の
が
一
般
的

な
答
え
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
二
〇
〇
五
年
秋
に
は
フ
ラ
ン
ス
各
地
で
連
鎖

的
な
騒
擾
が
広
が
っ
た
。
そ
の
際
、
背
景
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
の
は
失

業
と
差
別
に
苦
し
む
移
民
子
弟
の
不
満
で
あ
っ
た
。
問
題
を
す
べ
て
「
移

民
」
に
還
元
す
る
見
方
に
つ
い
て
は
留
保
が
必
要
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

ア
ラ
ブ
系
・
ア
フ
リ
カ
系
の
ル
ー
ツ
を
持
ち
、
フ
ラ
ン
ス
市
民
と
し
て
生






